
大鰐におけるもやし生康について
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I はじめに

生産施設の開発・輸送機関の発達により、一年を通じて簡単北野菜を入手で殺るが、かつ

ては冬になると、特に雪国では、新鮮な野菜が不足していた。その名野菜の少ないときに、青森県

大鰐町では、江戸時代からもやしが生産され、詫軽地方で食べられていた。

そとで、本研究では、 「大鰐もやしjの生産が発達した要閣と、生産・流通の現状を明らかにす

るとともに、今後の動向についても考察していく。

研究の方法としては、各建築料の分析、聞き取程調査を主とした。

E 大鰐町の概観

(1) 自然条件

大鰐町は、誇轄地方の南端にあり、岡積

164.85k端、人口 15.818人(1987年現在)

の町である(図 1) 0 沼町を流れる月;11

の流域は、沖積地・同岸段丘を形成し、

要な農業生産の場である。大鰐町は山岳に

艶まれているため、気象変化は大意い。

(2) 社会条件

大鰐町は、農業と観光が宵の 2本柱とな

っている。

農業は、ほとんどが水田とりんごの護会

経営である。しかし、生産性が高いともい

えず、弱体fとにあり、農外収入に頼らなけ

ればならない現状にある。

観光については、町内に温泉が鴻惜し、

くからの議泉地である。最近は、温泉を

利用した施設や、スキ山場をと中心にスポ}

ツレクリニに}ジョンの施設など、

に力を注いでいる。

国1.大鰐町の位費



盟 大鰐におけるもやしの生産

(1) もやし生産の壁史

大鰐もやしは、いつごろからどのように栽培されてきたのか不明だが、江戸時代には栽培されて

いたようであ号、神経議に献上した棒の七草の中にはもやしが入っていたと替い伝えられている。

大鰐町は、地下 l悦も掘ると議泉が湧出し地温が高く、もやし栽培に遣していた。その後昭和初

年の諒泉の統合によ号、組組が低下したが、生態農家には謹泉利用のf憂先権が与えられ、生産が継

続されてきた。現在は捺泉から温泉を引き、栽培場の地中に濯泉パイプを樫捨て地温を高め、保濯

している。

昭和34年以前は、相当量のもやしが生産されていたが、昭和35年の大求書により栽培施設に被響

さとζ うむったζとや労欝力不足のために、現夜の生産農家はち

(2) 大鰐もやしの現状

① もやし生産の震関(表1) 

となっている。

大鰐もやしには立もやしとそばもやしがあるが、以下で培、 誌とんどを占める立もやし

についてみていく。

表 1 もやし生産農家の比較

竺T jミ B C D E P 

章旗 業|農業 農業 農業 建設業 農業 浪費量

:!Ic悶 40a りんど 20a りんごめa りんど 130 a 

りんご 20 a 焔 20 a 滋芸員客舎

畑 20a 
もやし生践を

はじめた時英語 量産治20年ζろ 大1EJO年ころ わかっているだけで 革路孝信i仰ところ 慶応査李総

現在、例代闘 3代l'l 2代思 3代l'l 2tてl'l 4代!eI

もやし安全獲する
1l:Fl-5Fl 10月-5Fl

期間
11月-5月 II月-5月 llFl-3Fl 11月-5月

もやし祭祭場の規摸 48坪 40縛 35主事 40~事 70坪

l 日の奴量 55K手 35Kp 3務委 3浜手 4訴9

もやし生産 8時 3器寺-8草寺 4草寺-7草寺 2時-10時 31>寺-911寺 3草寺司王-7草寺

労働者 〈年闘争) 5号(7})、女 (66) 5尊〈詩人女 (59) 5思(65)、女 (60) 男(船、女はき)I男〈日〕、女(総) 男(67)、女(58) 
3警は1)、女 (38) 男(35) 

属ってる人 女 (63)‘ 議定(63) 

tお 事を 先 スーパ」、八蕊車産 ス』ノ{- ス山ノ{- ス』ノミー |ス恥ノ竜町、人百E量 ス}パ蜘側、八91霊

出事者方法 小売1友へ護霊祭線す 小売鹿へ直接卸l' (小売玉吉へ直接卸す 小売1oへ直接室事す 小売fliへt1i獲量密す 小売1おへiO:祭卸す

行商 買い付けに来o 買い付けに来る、行湾 重要い千をけに来る

決済方 まま 現 金 費支 り 引き

聞き取り鶏査によるく l錫9年 11月)

もやし生産農家(rもやし壁J)は、溢泉街に存在する〈冨 2) 0 6 

1戸は建設業との兼業である。

うち、 5戸は兼業農家、

もやしの生控期間は、 10・11月から 5月までで、冬季のもやし作りによ型、出稼ぎに者かなくて

もよいという。寒顛だけ生悲されるの培、 5月になり暖かくなると、マメが縁先しやすくなり、鶏

品価憶が落ちるからである。
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もやしの栽培場には、栽培専用のもやし小躍が独立したものく図 3)と、住艇の地簡を栽場場に

して地中を40cm掘り下げた半地下式のものく図4)がある。もやし栽培場の中には、もやしを栽培

す 湯滋み場、 もやしを束ねる#業場などがある。もやし生産は立まぎから収穫

まで 1週間かかるため、 7日分の土窓を作り、 l日lつの土室からi援護して、 7日ひとまわりの連

作そ行っている生産農家が多い。
ニ;まちまめ

立もやしの原料は、大衰の一種の小人豆で、 ζれは、生産農家が減反による転作物として作って

いる。…部は秋由県大館布や青森接端部地方〈県東部〉の農家に委託している。

もやしの生産量は、 6戸全体で 1B約350

K~である。 しかし、気患や地中の掻度により

成長が遍くなるなど、収量変化は大きい。

生産農家の誠少、生産規模の縮小な

どにより、 減少額向にある。

Eでは、 1年間の売上金が約165

万円、必要経費は約40万丹である。 1番経費

のかかる保益代は温泉の技用料がただでるる

ため、 1'5/-ズンのi畏益は、労賃抜きで 125

ヌ3月くらいに立り、 l自では約?千円となる。

労働時間は、轄のよH荷に間にあわせるため、

午前3時ζろか今 9 ろまでで、朝早い仕
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る。朝が早い上』こ寒期の仕事であるため、後経者が育ちにくい。

① もやし栽培の過程

生産農家Aを例に、もやしの栽培過程をみていく。

C 1 J豆をまく前日、発芽を淀すため、小八立吾1昼夜水に授けて水を吸おせる。

C 2 J土室のもやし栽培に使用したこtを先全に取c除く。 ζれは、もやし生麓の期間中、土を休ま
せる ζ とがなく、肥料や農薬を使用しないので、病害防止のため一作ごとに新鮮な土と交換しなけ

ればならないからである。

そして、土室の外壁のー聞から掘り探った

土と土議き場の土を深さl玩mくらい敷きもや

し沫を作る。乙の一酉は一作ごとに/1箆次掘り

採っていくく密5)。士をとったあとは、使

用した古土で埋め戻す。

場からの土

勿ゑ27毛~ き場

C 3 Jふるいにかけた土をもやし床の上に厚

さ約2cmまんべんなく敷く。その上に立を来

上が見えなくなるまでびっしり敷設つめ、同

一方向}こならずο また、その上にふるった土

を厚さ 2cmくらいかける。そして、湯をまん

べんなくかけて蕗ちつかせて、わら・土など

でおおいをして、寒さからそFる。(図 6)。

(昭和63年度青森県諸磯良俗調査課吾修正〉

盟5. もやし床作り

C 4 J立をまいて4日目に、保混のために謀

泉の楊をかける。その時の湯の麓は、

をみて調整する。

C 5 J豆をまいて 7日自に、もやしを掛り上

げ、わらで俵む束ねして、場で、洗う。

C 6 J湯洗いしたもやしそわらで約350r;ず

つに束ねて、もやしは製品となる。

C 1 Jから C5 Jは男の入の仕事で、腰をま

げつばなしのきつい作業である。一方、小束

作りは女の人の仕事で、時間のかかる作業で

ある。

(3) もやしの流通

(昭和63年度 脊蘇県議鞍民俗調査薬密修正〉

図6 土震の構造

もやしは1束90丹で、生産農家が個々に出荷している。出荷先は、大鰐町やその馬辺地域のスー

ノf山や八百屋である(留 7、図 8)。

もやし生産者は、大鰐町内ぺ判¥売癌へ度接卸している。そして、周辺地域へは、金品業 I社が

基



4戸の生産農家から買い取り卸している。また、

大鰐町内に住むSと生産農家Aも弘前市内の市場

に卸している。さらにN市場の g庖は、ときどき

少量ではあるが他の小売庖へ卸している。

決済は、毎日現金取り引きだが、小売庖によっ

ては10日ごとにまとめて行っている。

もやしは、いたみやすく、長期保存することが

できないため、遠方へは出荷できず、大鰐町や周

辺の市町に限定されている。

1東:90円

1戸から50--80東ずつ

1東:90円

1戸から平均30東ずつ

l束:90円

平均70束(60--80束)

(聞き取り調査による 1989年 11月)

図7. 出荷地域

小売価格 120円

小売価格 110円

小売価格 120円

1束:90円

平均60東
小売価格 120円

l東:90円

1戸から平均50東ずつ

( 50--1∞東)

1東:110円 J弘前Y市場
・円・ d庖・・・平均10束

l 束:約 350~

図8. もやしの流通(1日)

• e庖・・・平均20束

-f庖・・・平均30束

弘前N市場

• g庖・ー30--50束

.h庖・ー20--30束

小売価格 150円
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|小売価格:160円

小売価格:148円

小売価格 148円

平均30束

小売価格:138--158円

平均50束

(聞き取り調査による 1989年 11月)



W もやし生産の問題点と今後

もやし生産の深刻設問題は、後継者がいえEいことである。これは、寒い時期の朝早い仕事で、援

をまげっぱなしの重労働にもかかわらず、 i法議が高くないため、若者が後惑と継がないからである。

また、日もちが悪いという問題点から、出荷地域も罷定されてしまう。

それに対し大鰐町役場では、昭和問年にもやし大燐模生産団地建設後討題した。しかし、役場の

水耕載培案に対し、生産者奨iの土で栽培したいという意見の違いから実行され誌かった。また、日

もちの悪さ改良のため、真空パックの利用者と考えているが、設備投賓の問題があり、実行にはいた

っていない。

もやし生産の今後として、大鰐町もやし組合の活用が考えられている。 ζれ球、現荘ただの情報

交換だけで、その機能はiまたされていない。よって、組合による共同出荷やピ山プ…/レなど組合の

活動を考えるべきである。

もやし生産は、生産量が減少し、後畿者不足で、乙のままではなくなってしまうかもしれない。

と乙ろが、生経農家は暁状に講足しており、今後についてほとんど考えていない。よって、生産者

の積極的な姿勢が必要である。

役場では温泉を科爵して、昭和61年から63年までは春菊・みつばを、現表は離を栽培している。

今後は、豊富な識泉の湯を李u用した作物栽培も考えられる。

Y まと診

大鰐のもやし生産は、謹泉熱奇利用し江戸時代から、冬のビタミンC補充の野議として生産され

ていた。また、誼泉客・スキ}容による宿泊施設や飲食店からの需要とも密搬な関係がある。もや

しは寒期だけの全産で、稲作やちんど生産から乎があく時期のため、労欝カの確保も発壌の要因と

なっている。

しかし、もやし生艦は後護者が背たず規模を縮小したり、日もちの関係で出荷婚披が制限されて

いる。

そのような現状の中で、今後のf中びiま顛待できず、大鰐もやしはなくなってしまう危慌がある。

よって、 もやしをなく杏ないためにも、生産農家が協力した積極的な姿勢が必要になってくる。今

後の動向に期待したい。

最後に、本稿恐作成するうえで多くの御指導をいただいた今井先生、水野先生、後藤先生と、議

査・資料収集に鰐協力いただいた大鰐町役場、大鰐町農協、大鰐もやしの生産農家の方々に厚く御

礼申し上げます。

F
O
 



【議参考文献・資料]

。青森県教育委員会(1989 ) :青森県議鞍民俗調査票

O大鰐町役場(1984 ) :大鰐町総合振興許踊

0加茂京博(1986 )東北町のナガイ毛生霊について ーその現状と持来一

弘大地理22， 12-16 

0窮地俊夫、永井尚芽(1986 ) :.群馬県下仁田町におけるねぎの生産形態

新地理34 1 f 11 -23 

0坂本英夫(1975 ) : I野菜生産の立地移動J 大明堂

。舘合伸哉(1989 ) :出子町のニンニク生産

弘大地理25，33 -37 

。ヂイピット・グリヅク(1986 ) : I農業地理学入門j

7 


